
図書館だより

文芸コーナー

休館日…１日（木）、毎週月曜日

★トリックアートで不思議体験
　八日市場図書館では18日（日）まで、ト
リックアートの関連図書を展示していま
す。不思議な世界をご覧ください。
　また、目の錯覚を利用したトリック
アート『エイムズの部屋』を作る工作会
を開催します。
期日…３月17日（土）　時間…第１回は11
時～12時、第２回は13時～14時　場所…
八日市場図書館２階集会室　対象…４歳
～小学校６年生　定員…各回20人（保護
者同伴可。未就学児は保護者の同伴必須）
※参加無料。『くまくまパン』のぬりえ
コーナーを設置します。
★変更はありませんか
　春は、新しい門出の季節です。図書館
カードの登録内容（住所・氏名・電話番
号など）に変更が生じた場合は、変更届
の提出をしてください。
　３年ごとの誕生日にカードの更新を行
います。身分証明書により、住所などの
確認をしますので、ご協力をお願いしま
す（受け付けは17時まで）。
★３月のおはなし会
日時…毎週土曜日14時から30分程度　場
所…八日市場図書館
問八日市場図書館☎73－3746（17時まで）
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台
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寄
る
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な
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縁
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寄
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縁
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墓墓は
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は
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縁
切
る
た
め
の
告
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縁
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熱
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稲
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雪
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稲
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雪
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杉
谷
の
雪
解
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抜
け
る
風
の
音

杉
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の
雪
解
を
抜
け
る
風
の
音  

八
日
市
場
ハ　

八
日
市
場
ハ　

大
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宜
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宜
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市政の窓

№84

続　

投

あ
り
ま
す
が
、
月
初
め
の
発
行

後
、
素
文
に
も
か
か
わ
ら
ず

「
今
月
も
読
ん
だ
よ
」「
楽
し
み

に
し
て
い
る
よ
」「
頑
張
っ
て
」

と
い
う
市
民
か
ら
の
声
を
頂
く

と
、「
市
政
の
窓
」
も
市
民
と
の

距
離
を
縮
め
て
い
る
の
か
な
と

感
じ
ら
れ
ま
す
。

　

苦
慮
し
恥
を
忍
ん
で
書
く
文

章
で
す
が
、
引
き
続
き
の
ご
意

見
、
ご
感
想
、
ご
批
判
を
頂
戴

し
な
が
ら
、
さ
ら
に
４
年
間
投

稿
さ
せ
て
い
た
だ
く
つ
も
り
で

お
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

選
挙
の
関
係
で
休
稿
し
た
間

に
は
、
世
界
で
は
冬
季
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
が
韓
国
・
平
昌
で
開
催

さ
れ
、
男
子
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス

ケ
ー
ト
の
羽
生
選
手
、
ス
ピ
ー

ド
ス
ケ
ー
ト
女
子
５
０
０
ｍ
の

小
平
選
手
、
そ
し
て
ス
ピ
ー
ド

ス
ケ
ー
ト
女
子
団
体
パ
シ
ュ
ー

ト
の
金
メ
ダ
ル
を
は
じ
め
、
冬

季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
史
上
最
多
の

メ
ダ
ル
獲
得
と
い
う
快
挙
が
あ

り
ま
し
た
。

　

国
内
で
は
風
邪
・
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
に
悩
ま
さ
れ
ま
し
た
が
、

梅
か
ら
桜
へ
と
移
り
変
わ
る

最
高
の
季
節
を
迎
え
る
時
期

に
な
り
ま
し
た
。
春
に
向
け
匝

瑳
市
も
大
い
に
羽
ば
た
い
て

い
き
た
い
と
願
う
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

　

私
の
基
本
方
針
の
一
つ

に
「
市
民
参
加
の
ま
ち
づ

く
り
」
が
あ
り
、
市
民
と

の
協
働
に
よ
る
持
続
可
能

な
市
政
運
営
を
目
指
す
た
め
の

礎
は
市
民
と
行
政
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
だ
と
考
え
て
お

り
、
こ
の
「
市
政
の
窓
」
の
コ

ラ
ム
も
多
少
で
は
あ
り
ま
す
が

一
役
買
っ
て
い
る
の
で
は
な
い

か
と
自
負
す
る
と
こ
ろ
も
ご
ざ

い
ま
す
。

　

６
０
０
字
前
後
の
文
章
で
す

が
、
話
題
の
疎う

と

さ
、
表
現
力
・

執
筆
力
の
乏
し
い
私
に
と
り
ま

し
て
は
、
原
稿
締
め
切
り
間
際

は
か
な
り
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
が

匝
瑳
市
長
　

太
田
安
規
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よ
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。

匝瑳

探訪
142

　

市
内
に
も
、
江
戸
時
代
に
道
路

脇
や
寺
院
、
墓
地
な
ど
に
立
て
ら

れ
た
数
基
の
道

ど
う
ひ
ょ
う標（

道
し
る
べ
）

が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

飯
倉
新
田
区
（
豊
栄
地
区
）
の

集
落
を
走
る
道
路
沿
い
、
母
子

（
横
芝
光
町
）
の
子
安
神
社
近
く

の
共
同
墓
地
に
あ
る
個
人
の
墓
所

に
道
標
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
供
養
塔
を
兼
ね
た
道
標
は

高
さ
約
１
３
０
㎝
で
、
正
面
に
地じ

蔵ぞ
う

菩ぼ

薩さ
つ

が
浮
き
彫
り
さ
れ
「
西　

と
う
金
（
東
金
）　

は
に
や
（
埴

谷
・
山
武
市
）　

江
戸
道
」、
右

側
面
に
「
か
わ
道　

か
や
た
（
栢

田
・
栄
地
区
）　

は
ま
道
」
と
あ

り
南
方
面
の
高
野
、
蕪
里
（
須
賀

地
区
）
へ
の
道
が
当
時
、「
川
道
」

「
浜
道
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
こ
と

が
知
ら
れ
ま
す
。
左
側
面
に
は

「
北　

ま
つ
山
（
松
山
）　

い
い
た

か
（
飯
高
）　

中
村
（
多
古
町
）」、

裏
面
に
は
「
東　

八
日
市
ハ
（
八

日
市
場
）　

を
み
川
（
小
見
川
・

香
取
市
）　

て
う
し
（
銚
子
）
道
」

と
あ
り
ま
す
。
造
立
さ
れ
た
１
７

７
６（
安
永
５
）年
当
時
に
飯
倉
新

田
か
ら
四
方
に
広
が
る
道
の
方
向

が
浜
道
、
江
戸
道
、
銚
子
道
な
ど

と
人
々
が
使
っ
て
い
た
呼
び
名
が

刻
ま
れ
て
い
る
こ
と
も
貴
重
で
す
。

　

造
立
者
は
飯
倉
村
の
人
で
、
墓

塔
の
正
面
に
刻
ま
れ
た
文
字
か
ら
、

１
７
７
０
（
明
和
７
）
年
12
月
12

日
に
亡
く
な
っ
た
と
み
ら
れ
る
親

子
と
先
祖
代
々
の
供
養
の
た
め
、

そ
し
て
人
の
道
案
内
に
よ
っ
て
功く

徳ど
く

が
得
ら
れ
る
と
考
え
て
立
て
た

の
で
し
ょ
う
。

　

造
立
当
初
は
道
端
に
あ
っ
た
よ

う
で
、
道
路
改
修
な
ど
の
際
に
造

立
者
の
墓
地
に
移
さ
れ
た
の
か
も

知
れ
ま
せ
ん
。

　

こ
の
他
、
代
表
的
な
道
標
は
県

道
45
号
（
八
日
市
場
八
街
線
）
沿

い
の
飯
倉
地
先
に
１
８
０
０
（
寛

政
12
）
年
に
立
て
ら
れ
た
も
の
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
飯
倉
村
台だ

い

谷さ
く

の
若
者
講
中
が
「
郷ご

う
ち
ゅ
う
あ
ん
の
ん

中
安
穏
」
を

祈
願
し
ま
つ
っ
た
庚こ

う
し
ん
と
う

申
塔
で
、
そ

の
下
部
に
東
西
南
北
の
方
向
の
地

名
が
刻
ま
れ
、
こ
れ
に
も
江
戸
道
、

浜
道
と
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
木
積
（
豊
栄
地
区
）
の

龍
頭
寺
境
内
に
移
さ
れ
た
と
み
ら

れ
る
１
７
９
３
（
寛
政
５
）
年
の

道
標
に
は
弘
法
大
師
像
が
浮
き
彫

り
さ
れ
、
大
師
の
命
日
・
21
日
に

立
て
ら
れ
ま
し
た
。

　

同
様
に
、
大
師
像
が
浮
き
彫
り

さ
れ
た
も
の
は
椿
区
（
椿
海
地
区
）

仲
新
久
に
も
あ
り
、「
馬

う
ま
も
ち
ち
ゅ
う

持
中
」
が

願
主
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

当
時
荷
馬
車
を
使
い
運
送
を
行
っ

て
い
た
人
た
ち
が
立
て
た
の
で
し

ょ
う
。

（
市
文
化
財
審
議
会
委
員
・

 

依
知
川
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）
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歩
く供養塔を兼ねた道標。個人の墓所に

あり、四面に道案内が刻まれている
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司
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推
薦
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口
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城
司
城
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推
薦
推
薦

野
を
焼
く
や
額
に
掛
か
る
髪
の
筋

野
を
焼
く
や
額
に
掛
か
る
髪
の
筋  

内　

山　
　
　

内　

山　
　
　

椿　
　

和
枝

椿　
　

和
枝

寒
の
明
地
を
沁
み
透
る
雨
の
音

寒
の
明
地
を
沁
み
透
る
雨
の
音  

八
日
市
場
イ　

八
日
市
場
イ　

椎
名　

晴
江

椎
名　

晴
江

句
友
よ
り
励
ま
し
の
文
赤
い
月

句
友
よ
り
励
ま
し
の
文
赤
い
月  

八
日
市
場
ロ　

八
日
市
場
ロ　

髙
安
せ
い
子

髙
安
せ
い
子

ど
っ
と
燃
ゆ
野
焼
の
炎
ね
じ
れ
つ
つ

ど
っ
と
燃
ゆ
野
焼
の
炎
ね
じ
れ
つ
つ  

八
日
市
場
ハ　

八
日
市
場
ハ　

江
波
戸
知
巳

江
波
戸
知
巳

春
待
つ
を
八
十
路
の
扉
開
け
て
待
つ

春
待
つ
を
八
十
路
の
扉
開
け
て
待
つ  

横
須
賀　
　
　

横
須
賀　
　
　

岩
井　

や
す

岩
井　

や
す

風
の
中
畑
の
鶫
は
土
返
し

風
の
中
畑
の
鶫
は
土
返
し  

若
潮
町　
　
　

若
潮
町　
　
　

最
上　
　

峻

最
上　
　

峻

戦
な
き
こ
の
世
に
老
い
て
鬼
や
ら
ひ

戦
な
き
こ
の
世
に
老
い
て
鬼
や
ら
ひ  

八
日
市
場
イ　

八
日
市
場
イ　

椎
名　

貴
寿

椎
名　

貴
寿

咲
く
薔
薇
に
い
つ
も
元
気
を
貰
い
お
り

咲
く
薔
薇
に
い
つ
も
元
気
を
貰
い
お
り  

今　

泉　
　
　

今　

泉　
　
　

野
仲　

妙
子

野
仲　

妙
子

跳
ぶ
や
う
に
子
ら
は
来
、
去
り
ぬ
寒
中
走

跳
ぶ
や
う
に
子
ら
は
来
、
去
り
ぬ
寒
中
走  

栢　

田

栢　

田  

石
田　
　

健

石
田　
　

健

い
さ
り
船
転
舵
低
速
春
近
し

い
さ
り
船
転
舵
低
速
春
近
し  

新　

堀　
　
　

新　

堀　
　
　

沖　
　

舟
二

沖　
　

舟
二

や
り
く
り
で
夕
べ
の
お
か
ず
七
変
化

や
り
く
り
で
夕
べ
の
お
か
ず
七
変
化  

木　

積　
　
　

木　

積　
　
　

佐
久
間
美
智
子

佐
久
間
美
智
子

チ
ラ
シ
見
て
上
手
く
や
り
く
り
し
た
つ
も
り

チ
ラ
シ
見
て
上
手
く
や
り
く
り
し
た
つ
も
り  

飯　

高　
　
　

飯　

高　
　
　

林　

サ
ダ
子

林　

サ
ダ
子

妙
案
が
無
く
て
や
り
く
り
四
苦
八
苦

妙
案
が
無
く
て
や
り
く
り
四
苦
八
苦  

八
日
市
場
ホ　

八
日
市
場
ホ　

大
木
波
津
恵

大
木
波
津
恵

や
り
く
り
で
残
り
ご
飯
を
オ
ム
ラ
イ
ス

や
り
く
り
で
残
り
ご
飯
を
オ
ム
ラ
イ
ス  

横
須
賀　
　
　

横
須
賀　
　
　

鈴
木　

春
子

鈴
木　

春
子

や
り
く
り
が
上
手
な
妻
に
感
謝
す
る

や
り
く
り
が
上
手
な
妻
に
感
謝
す
る  

堀　

川　
　
　

堀　

川　
　
　

勝
又　

康
之

勝
又　

康
之

豊
洲
移
転
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
急
か
し
て
る

豊
洲
移
転
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
急
か
し
て
る  

東
小
笹　
　
　

東
小
笹　
　
　

江
波
戸
京
子

江
波
戸
京
子

不
審
者
と
見
分
け
が
出
来
ぬ
大
寒
波

不
審
者
と
見
分
け
が
出
来
ぬ
大
寒
波  

春　

海　
　
　

春　

海　
　
　

八
角　

宗
林

八
角　

宗
林

伝
説
を
集
め
て
生
か
す
町
興
し

伝
説
を
集
め
て
生
か
す
町
興
し  

飯　

高　
　
　

飯　

高　
　
　

松
野　

敏
昭

松
野　

敏
昭

古
希
の
坂
負
担
の
増
え
る
介
護
料

古
希
の
坂
負
担
の
増
え
る
介
護
料  

川　

辺　
　
　

川　

辺　
　
　

及
川　

利
道

及
川　

利
道
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